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木曽三川流域生態系ネットワーク推進協議会では、木曽三川流域におけるエコロジカル・
ネットワーク形成に関連する地域の取り組み情報をニュースレターにまとめて発信しており、

生物多様性の保全や生きものを活用した地域づくりなど、流域のフレッシュな情報を募集しています。下記お問い合わせ先ま
で情報をおよせください。（なお､紙面の都合等で取材・掲載できない場合もありますこと、予めご了承ください。）

ニュース情報を募集しています！

　濃尾平野で「ナマズ」といえば、川のワンド、用水路、田んぼなど、少し濁った流れの緩やかなところで、
ゆるゆる泳いでいる姿を想像されるのではないでしょうか。ふつうナマズといえば、この「ナマズ」で、西日
本を中心とした国内の広い範囲でみられます。日本の淡水魚のなかでは群を抜いて大きくなる種で、最大
70cmほどに成長するその姿は里山生物の代表格といえるでしょう。
　では、それ以外のナマズというと、「湖のナマズ」が挙げられます。濃尾平野からはご近所にあたる琵琶湖・
淀川水系では「ビワコオオナマズ」や「イワトコナマズ」がみられます。
　ビワコオオナマズはその名のとおり、琵琶湖やその周辺にすむ日本一大きなナマズで、なんと体長 1m 以上
になることもあります。ふだんは琵琶湖のなかでも水深数10mの深みで過ごし、初夏の頃になると、雨の降っ
た後など、浅場に移動して産卵します（大きいのでバッシャバッシャととてもダイナミックです）。
　イワトコナマズのほうは、生活様式はビワコオオナマズと似ていますが、見た目はイワトコ（岩床）の名前
の由来とおり、岩肌に似たまだら模様があり、岩がゴツゴツしているような場所にすんでいます。（ちなみに、
とてもおいしいそうです。）
　ここまでのとおり、長らく、日本のナマズは里山や湖の緩流域にすむものと思われてきました。しかし近年、
川（川の本流）をすみ場とするナマズが発見されました。その名も「タニガワナマズ」で、流れの早い、河川

のやや上流域にみられます。イワトコナマズに似たまだら模様があ
り、私（お魚コラム担当Ｋ）の印象では、ナマズよりも体がシュッ
としているような気がします。
　主な分布域は東海～中部地方とのことですので、ひょっとし
たら、読者の方のなかには、知らずに見ていた方もいるかもし
れませんね。（イワトコナマズに似ているので、おいしいので
はないかと期待しています。）
　新たな発見により、日本の里山や湖、さらには河川の淡水生
態系の頂点にいることがわかってきたナマズのなかま。そこか
しこでニュルリンとした顔で君臨しているのかと思うと、水辺を

眺めるたび、なんだかほのぼのした気分になってしまいます。

▲応援団ブースはとても賑わいました
▼一宮高校生物部作品の生きものスタンプは大人気

▲木曽川の魚釣り体験（一宮市尾西歴史民俗資料館作品）は、ゴミや侵略的外来種を釣りあげて川を
きれいにする遊びになっています

▲指標種との記念撮影パネルでイタセンパラ・ハ
リヨ・ニホンウナギをＰＲしました

ナマズといえば「里・湖・川」どこにいる？
木曽三川流域お魚コラムvol.５



▲ 作業後に頂いたかまど炊きのご飯▲小川の河岸の修理。石も土もこの里山から集めてます

▲枯れ草をあつめてたい肥化してます

▲この日はコイやギンブナ、ヨシノボリ類のほかミズカマキ
リなどが採捕されました。特に多かったのはウシガエル
のオタマジャクシ

▲とっても熱心に話を聞いていた参加者の皆さん。かつて
下池地域に生息していたイタセンパラの話もありました

▲子どもから大人まで多くの方が参加され、講演に熱心に聞き入って
いらっしゃいました

◀左）会場には地元高校生のイタセ
ンパラ保護活動のポスター展
示や、イタセンパラのアクリル
標本もありました

◀右）ワンド環境保全の現場視察と
して、木曽川河川敷を見学し
ました

▲この日は、一宮市尾西歴史民俗資料館の学芸員の方のおはなしもあり、
木曽川起は、かつて水浴場だったことも伺いました。

第20回 中部の未来創造大賞
木曽川高校総合実務部の皆さんが
奨励賞を受賞されました

▲イタセンパラ認知度向上のためのアンケート調査、河川敷のパト
ロール、ワンドの清掃活動などなど、休日もこつこつ活動を続け
ている皆さん。ほんとうにおめでとうございます。


